
１.開会 担当：高原琢幹
　今回、本団体第５期代表の和田聖雅から臨時総会の開催が要請された。

2.代表挨拶 担当：和田聖雅

３.顧問挨拶 担当：下山朗 准教授

４.議長選任 担当：高原琢幹

５.議長就任挨拶担当：武井陸
　札幌学院大学加藤ゼミ所属の武井陸。総会の円滑な進行を進められるように協力を仰いだ。

６.議事 担当：西内辰大

７.議長解任 担当：武井陸
　すべての審議が終了し、議長は解任された。

８.閉会 担当：高原琢幹

臨時総会内容

　本総会運営委員の西内辰大より議案の提案がなされた。第１号議案は北海道学生研究会SCAN規
約の変更について。本団体の第１回総会において施行された規約の、不十分であると懸念された内容
の追加、条文の整理を行おうとし、新たな規約を提示。議長が質疑応答をとった後、採決。賛成13票、
反対０票（委任による賛成２票を含む）により承認された。

　以上をもって、第１回北海道学生研究会SCAN臨時総会が閉会された。

　当日、団体総数２１団体中１７団体出席（委任による参加２団体含む）により「第１回北海道学生研究
会SCAN臨時総会（以下、本総会と称す）」を無事開催した。

長い間、学生みんなで活動してゆくことを考えていたという下山朗運営顧問。それが叶い始め今年から
SCANは総会を始め様々な新体制を取り始めた。この臨時総会およびこれからのSCANにお付き合い
してもらえるよう思いを言葉にし、挨拶とした。

　本総会事務局より、「北海道学生研究会SCAN運営委員」武井陸を推薦。異議の有無を出席者から
の拍手で確認し、選任した。

　臨時総会の出だし挨拶として和田聖雅代表は同日行われた本団体主催の第５回合同研究発表会か
ら、各班の発表から、意表を突かれたり刺激を受けたりしたと合同研究発表会の感想を述べた後に、
SCAN会員や審査員、臨時総会に参加した方々に、もうしばらくSCANの活動にお付き合いいただくよう
にとお願いした。


